
【
青
年
部
】

11月
自
治
研
分

科
会
、

12月
青
プ
ロ
プ
レ
企

画
を
開
催
。
６
月

11日
青
プ

ロ
四
国
を
２
年
越
し
で
実
施
、

午
前
中
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

午
後
か
ら
レ
ク
企
画
に
て
盛

り
上
が
っ
た
。
【
西
条
】
年

末
年
始
の
鳥
イ
ン
フ
ル
防
疫

関
連
業
務
に

24時
間
体
制
で

正
月
返
上
で
勤
務
。
事
後
組

合
か
ら
の
手
当
改
善
要
求
に

結
果
満
足
い
く
回
答
あ
っ
た
。

ケ
ア
労
働
処
遇
改
善
は
フ
ル

会
計
年
度
職
員
が
５
号
ア
ッ

プ
。
加
入
１
～
３
年
未
満
対

象
の
プ
チ
学
習
会
を
継
続
。

【
西
予
】
給
与
改
善
・
働
き

方
改
革
を
重
点
的
に
働
き
か

け
た
。
ケ
ア
労
働
処
遇
改
善

で
初
任
給
調
整
手
当
を
創
設

し
改
善
実
現
、
衛
生
委
員
会

の
毎
月
開
催
な
ど
前
進
し
た
。

特
に
朝
活
夕
活
の
通
年
化
が

決
定
。
県
本
部
含
め
事
務
の

効
率
化
の
検
討
を
。
【
新
居

浜
】
小
グ
ル
ー
プ
職
場
懇
談

会
、
交
流
会
な
ど
で
職
場
の

意
見
を
集
め
た
。
６
月
よ
り

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ

る
出
退
勤
管
理
始
ま
る
。
若

い
世
代
と
の
価
値
観
の
違
い

を
感
じ
、
組
合
活
動
も
持
続

可
能
な
も
の
へ
、
基
本
は
変

わ
ら
な
い
と
思
う
が
、
共
済

活
動
な
ど
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ

ル
ド
で
改
善
を
。
【
宇
和
島

病
院
】
６
月
少
人
数
に
分
け

た
組
合
加
入
説
明
会
で
合
計

14人
が
加
入
。
昨
年
か
ら
２

交
代
制
導
入
、

16時
間
勤
務

に
対
す
る
夜
勤
手
当
改
善
訴

え
た
い
。
人
材
確
保
に
つ
な

げ
る
目
的
で
初
任
給
改
善
を

要
求
。
【
津
島
吉
田
】
夜
勤

専
従
制
度
の
話
の
提
案
が
あ

り
、
強
制
し
な
い
な
ど
の
確

認
の
も
と
合
意
書
を
締
結
。

【
伊
予
】
組
合
加
入
で
は
新

採
研
修
会
の
昼
休
み
を
利
用

し
て
説
明
会
を
実
施
し

12人

中

10人
が
加
入
。
「
組
合
カ

レ
ッ
ジ
」
で
は
テ
ー
マ
を
固

定
化
せ
ず
集
ま
る
機
会
を
設

け
て
い
る
。
【
現
業
評
】
新

居
浜
で
の
大
規
模
な
給
食
セ

ン
タ
ー
の
問
題
が
あ
り
雇
用

危
機
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

定
年
延
長
が
来
年
度
ス
タ
ー

ト
す
る
が
、
真
夏
の
炎
天
下

で
公
園
管
理
業
務
を
行
っ
て

い
る
が
こ
の
状
況
が

65歳
ま

で
続
く
の
は
不
安
も
あ
る
。

【
今
治
】
単
組
活
動
を
創
意

工
夫
し
、
組
合
員
の
接
点
づ

く
り
を
重
視
。
パ
ワ
ハ
ラ
事

案
に
組
合
で
対
応
を
協
議
し

一
定
解
決
し
た
が
怒
鳴
っ
た

職
員
も
長
時
間
労
働
な
ど
職

場
背
景
に
課
題
が
あ
る
と
団

体
交
渉
で
も
根
本
的
解
決
を

求
め
た
。
【
周
桑
病
院
】
残

業
手
当
が
出
な
い
こ
と
が
あ

新
委
員
長
と
し
て
信
任
い

た
だ
き
ま
し
た
森
賀
俊
二
で

す
。
私
に
と
っ
て
も
人
生
で

一
番
大
き
な
役
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
第

81回
定
期
大
会

を
迎
え
た
自
治
労
連
愛
媛
県

本
部
は
戦
後
日
本
国
憲
法
が

で
き
、
日
本
に
民
主
主
義
が

も
た
ら
さ
れ
た
時
に
生
ま
れ
、

愛
媛
の
自
治
体
労
働
運
動
を

け
ん
引
し
て
き
た
存
在
で
す
。

我
々
は
こ
の
組
織
を
維
持
し

発
展
さ
せ
、
次
の
世
代
に
引

き
継
い
で
い
く
大
き
な
責
務

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
そ
の
覚
悟
を
就
任
に
あ

た
っ
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま

す
。
共
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

る
。
タ
イ
ム
カ
ー
ド
・
出
勤

簿
も
不
十
分
で
団
交
で
改
善

求
め
た
が
検
討
中
と
の
回
答
。

ケ
ア
労
働
処
遇
改
善
は
本
俸

に
１
５
０
０
円
加
算
、
さ
ら

な
る
改
善
を
求
め
た
い
。

【
保
育
部
会
】
保
育
担
当
課

と
の
要
請
懇
談
を
実
施
。
昨

年
の
自
治
研
集
会
で
は
保
育

園
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
聞
い
た
。

２
月
県
子
育
て
支
援
課
と
の

懇
談
な
ど
現
場
の
声
を
県
に

直
接
伝
え
る
機
会
が
あ
る
こ

と
は
貴
重
で
続
け
て
い
き
た

い
。
８
月
全
国
保
育
合
研
に

一
人
で
も
多
く
の
参
加
を
。

【
新
居
浜
水
道
】
６
月
組
合

員
ほ
ぼ
全
員
が
参
加
し
賃
金

学
習
会
を
２
回
実
施
。
職
員

数
の
増
員
が
必
要
だ
が
合
格

を
出
し
て
も
辞
退
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
初
任
給
の
引
き

上
げ
も
要
求
し
て
い
る
。

【
内
子
】
初
任
給
改
善
が
実

現
し
、
今
年
度
か
ら
１
号
改

善
と
在
職
者
調
整
も
全
職
員

対
象
に
実
施
。
組
合
加
入
も

新
採
全
職
員
が
加
入
。
国
か

ら
の
情
報
が
遅
く
、
県
下
の

近
隣
自
治
体
の
様
子
も
十
分

伝
わ
ら
な
い
も
の
も
あ
り
、

情
報
集
約
と
発
信
を
お
願
い

し
た
い
。
【
共
済
議
員
】
会

計
年
度
職
員
が
組
合
加
入
し

６
千
人
・
組
合
員
が
４
割
増
、

５
年
間
で
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ

て
運
営
し
て
い
く
。
【
自
治

体
一
般
】
西
条
市
給
食
セ
ン

タ
ー
は
埋
立
地
に
新
設
予
定
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
と
聞
く
が
、
将

来
的
に
委
託
企
業
に
よ
っ
て

全
て
運
営
す
る
の
で
は
と
危

惧
し
て
い
る
。
な
ど
な
ど
。

県
本
部
保
育
部
会
は
６
月

12日
、
幹
事
会
を
行
い
７
単

組
９
人
が
参
加
（
ｗ
ｅ
ｂ
併

用
）
。
活
動
経
過
報
告
の
あ

と
、
「
８
／
１
～
３
自
治
体

保
育
担
当
課
懇
談
」
に
向
け

て
協
議
し
、
要
請
内
容
・
訪

問
日
時
・
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
確
認
。
６
月
中
に
各

自
治
体
へ
案
内
と
ア
ン
ケ
ー

ト
を
配
布
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
こ
の
自
治
体
懇

談
で
出
さ
れ
た
各
担
当
課
の

思
い
や
現
場
保
育
士
の
声
を

「
愛
媛
県
子
育
て
支
援
課
要

請
・
懇
談
（

10月
下
旬
に
予

定
）
」
で
届
け
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
２

月
か
ら
の
「
ケ
ア
労
働
者
処

遇
改
善
」
に
つ
い
て
、
県
下

自
治
体
で
は
正
規
保
育
士
へ

の
適
用
が
な
か
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、

10月
か
ら
の
新
制

度
で
の
実
施
を
要
求
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

四
国
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る

「
全
国
保
育
団
体
合
同
研
究

集
会

in高
知
」
に
、
分
科
会

レ
ポ
ー
ト
を
保
育
部
会
か
ら

３
人
が
提
出
し
報
告
。
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
の
た
め
、
各
単

組
か
ら
多
く
の
参
加
で
保
育

合
研
（
全
国
合
研
）
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
最
後
に
、
全
国
の
活
動

紹
介
と
し
て
、
自
治
労
連
愛

知
県
本
部
の
「
子
ど
も
た
ち

に
、
も
う
一
人
保
育
士
を
！

～

70年
以
上
変
わ
ら
な
い
、

保
育
士
配
置
基
準
を
考
え
る

ア
ン
ケ
ー
ト
～
」
活
動
や

「
不
払
い
残
業
根
絶
へ
の
と

り
く
み
～
公
民
共
同
の
保
育

産
別
闘
争
と
し
て
～
」
活
動

に
つ
い
て
学
習
し
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

６
月

12日
「
第

68回
原
水

爆
禁
止
四
国
大
会

in高
知
」

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、

四
国
４
県

43会
場
か
ら
約
１

５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

高
知
県
労
連
の
筒
井
敬
二
委

員
長
が
「
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
は
悲
惨
を
極
め
る
。

原
発
の
攻
撃
や
核
兵
器
に
よ

る
威
嚇
な
ど
、
核
軍
拡
の
危

険
を
高
め
る
行
為
を
批
判
し
、

恐
怖
に
よ
る
支
配
を
止
め
て

行
こ
う
」
な
ど
主
催
者
あ
い

さ
つ
。
各
県
報
告
で
は
、
愛

媛
か
ら
平
和
行
進
の
ほ
か

「
千
羽
鶴
を
海
外
へ
送
る
つ

ど
い
」
な
ど
の
行
事
報
告
。

高
知
は
ビ
キ
ニ
被
災
を
次
世

代
に
継
承
す
る
運
動
、
５
月

「
ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
」
や

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
室
戸
」

に
若
い
人
含
め
の
べ
３
２
９

人
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
報
告
。
記
念
講
演
で
は
川

田
忠
明
さ
ん
（
日
本
原
水
協

全
国
担
当
理
事
）
が
「
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
核

兵
器
廃
絶
の
展
望
を
ど
う
ひ

ら
く
か
」
と
題
し
、
「
ソ
連

崩
壊
前
後
の
歴
史
」
「
核
使

用
に
つ
い
て
の
ロ
シ
ア
の
無

謀
と
抑
制
の
き
か
な
い
政
権

の
怖
さ
」
「
日
本
は
軍
拡
に

向
か
わ
ず
、
憲
法
を
い
か
し

た
外
交
進
め
る
べ
き
」
「
日

本
国
民
に
は
平
和
を
願
う
幅

広
い
合
意
が
あ
る
」
こ
と
な

ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

（１） 第５４６号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２２年 ７月２０日

第 ５４６ 号

日 程

【７月】

21 久万高原町職定期大会

23 自治労連青年部全国委員

会（web）

自治労連非正規公共評全

国代表者会議（web）

24 自治労連女性部全国代表

者会議（web）

25 内子町職定期大会（書面）

27 全労連定期大会（～29）

29 伊予市職労定期大会

【８月】

１ 宇和島市職定期大会

（書面）

保育部会自治体保育担当

課懇談（～３）

６ 医療介護評幹事会・

四国ブロック交流会（web）

自治労連現業評拡大都道

府県代表者会議（東京）

９ 千羽鶴を海外へ送るつど

い（教育会館）

20 県本部拡大執行委員会

（web併用）

27 自治労連事前会議（横浜）

28 自治労連定期大会

（横浜～30）

県
本
部
は
７
月

16日
「
第

81回
定
期
大
会
」
を
開
催
し
、

19

単
組

66

人
（
＋
来
賓
・

争
議
団
６
人
）
が
参
加
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
対
策
を
実
施
し
ｗ
ｅ
ｂ
併
用
で
開
催
。

15

人
の
発
言
・
意
見
を
受
け
、
全
て
の
報
告
・
議
案
を
採
択
し
新
役
員
を
選
出
。
高
尾

委
員
長
が
退
任
し
森
賀
新
委
員
長
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

（
※

発
言

･
抜

粋
要

約
）



市
立
宇
和
島
病
院
労
組
は

６
月

13～

17日
ま
で
、
昼
休

み
・
夕
方
に
少
人
数
で
の
組

合
説
明
会
を
開
催
。
昼
は
お

弁
当
、
夕
方
は
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
を
用
意
。

13日
昼
休
み
、

今
年
初
め
て
の
説
明
会
で
緊

張
し
た
も
の
の
「
組
合
の
大

切
さ
」
「
要
求
は
一
人
で
す

る
よ
り
労
働
組
合
で
」
と
声

か
け
。
後
日
担
当
役
員
の
所

へ
加
入
申
込
書
が
届
け
ら
れ

ま
し
た
。

17日
は
佐
野
委
員

長
が
対
応
し
、
一
通
り
の
組

合
説
明
の
後
「
い
ま
返
事
は

で
き
な
い
か
な
？
」
と
新
採

職
員
に
聞
く
と
、
そ
の
場
で

「
私
は
加
入
し
ま
す
、
入
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と

加
入
。
説
明
会
に
勤
務
で
参

加
で
き
な
か
っ
た
同
じ
病
院

に
勤
め
る
姉
妹
に
も
入
る
よ

う
伝
え
る
と
話
が
弾
み
ま
し

た
。
地
道
な
活
動
が
実
を
結

ん
で
お
り
、
保
留
の
新
採
職

員
に
声
か
け
を
進
め
ま
す
。

津
島
吉
田
病
院
局
労
組
は

６
月

24日
、
執
行
委
員
会
を

久
々
に
実
参
加
形
式
で
開
催

し
７
人
が
参
加
。
は
じ
め
に

石
村
書
記
長
か
ら
「
こ
の
数

か
月
、
感
染
状
況
が
厳
し
く

執
行
委
員
会
を
開
催
で
き
る

状
況
に
な
か
っ
た
。
特
に
職

場
の
１
つ
は
ク
ラ
ス
タ
ー
も

発
生
し
職
員
に
も
厳
し
い
行

動
制
限
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
」

な
ど
直
近
の
状
況
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
職
場

か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
禍
が
２
年

以
上
経
過
し
職
員
ス
ト
レ
ス

も
相
当
溜
ま
っ
て
い
る
。
も

う
少
し
現
場
の
負
担
感
に
も

配
慮
し
て
ほ
し
い
」
と
職
員

の
現
状
が
語
ら
れ
、
課
題
も

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
の

次
世
代
育
成
に
つ
い
て
も
話

し
合
い
、
日
常
の
学
習
を
強

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
共
有
し
ま
し
た
。

県
本
部
女
性
部
は
６
月

19

日
、
「
女
性
学
習
交
流
集
会
」

を
開
催
し
５
単
組
５
人
が
参

加
。
「
女
性
の
健
康
と
働
き

方
」
を
テ
ー
マ
に
田
頭
さ
ん

（
自
治
労
連
女
性
部
書
記
長
、

保
健
師
）
を
講
師
と
し
た
学

習
が
あ
り
「
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
働
き
」
「
月
経
前
症
候
群
、

子
宮
内
膜
症
」
「
更
年
期
と

仕
事
」
な
ど
に
つ
い
て
、
知

識
と
し
て
知
っ
て
お
く
と
い

い
こ
と
を
詳
し
く
話
さ
れ
ま

し
た
。
個
人
の
問
題
に
す
る

の
で
は
な
く
、
職
場
で
の
適

切
な
配
慮
や
具
体
的
な
対
策

が
必
要
だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
が
単
組
活
動
も
報
告

し
、
自
分
や
ま
わ
り
の
女
性

の
体
調
の
こ
と
な
ど
が
話
題

に
な
り
、
交
流
が
深
ま
り
ま

し
た
。
今
後
も
女
性
な
ら
で

は
の
悩
み
を
持
ち
寄
れ
る
場
、

ま
た
男
女
と
も
に
体
と
心
と

仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

学
び
合
う
よ
う
な
場
も
必
要

だ
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

県
本
部
医
療
介
護
評
議
会

は
６
月

11日
オ
ン
ラ
イ
ン
で

幹
事
会
を
開
催
し
４
単
組

10

人
が
参
加
。
報
告
と
し
て
県

本
部
統
一
要
求
提
出
時
の
当

局
コ
メ
ン
ト
や
介
護
士
・
看

護
師
へ
の
ケ
ア
労
働
者
処
遇

改
善
の
実
施
状
況
な
ど
を
説

明
・
報
告
し
ま
し
た
。
新
年

度
以
降
の
組
合
加
入
や
単
組

ご
と
の
要
求
課
題
な
ど
に
つ

い
て
も
参
加
者
か
ら
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
当
面
の
取
り

組
み
と
し
て
事
務
局
か
ら

『
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
医
療
介
護

交
流
会
』
の
８
月
実
施
に
つ

い
て
「

10月
か
ら
の
診
療
報

酬
改
定
・
介
護
報
酬
改
定
を

見
据
え
て
、
ケ
ア
労
働
処
遇

改
善
の
要
求
前
進
に
向
け
て

情
報
共
有
の
機
会
と
し
た
い
」

と
提
案
が
あ
り
、
日
程
を
８

月
６
日

19～

21時
で
開
催
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

新
居
浜
水
道
労
組
は
６
月

23・

24日
の
２
日
間
、
夏
季

要
求
の
う
ち
、
主
に
賃
金
課

題
に
つ
い
て
昼
休
み
学
習
会

を
開
催
し
、
２
日
間
で

23人

が
参
加
。
冒
頭
、
加
藤
執
行

委
員
長
が
前
回
提
出
の
要
求

書
に
対
す
る
当
局
か
ら
の
回

答
を
報
告
し
、
今
年
度
の
課

題
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
人
材
確
保
の
上

か
ら
も
初
任
給
を
県
並
み
に

引
き
上
げ
る
」
「
定
年
引
上

げ
に
伴
う
職
員
定
数
増
」
を

今
年
度
の
重
点
目
標
と
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
県
本
部
森

賀
副
委
員
長
か
ら
、
初
任
給

改
善
な
ど
賃
上
げ
の
具
体
化

に
向
け
た
手
法
の
説
明
が
あ

り
、
さ
ら
に
、
定
年
引
上
げ

後
の
賃
金
等
の
労
働
条
件
、

計
画
的
な
職
員
採
用
の
た
め

に
は
、
職
員
定
数
増
が
必
要

で
あ
る
と
説
明
。
新
居
浜
水

道
労
組
は
全
員
参
加
の
要
求

運
動
を
追
求
し
て
い
ま
す
。

西
予
市
職
労
は
６
月

29日
、

定
期
大
会
を
開
催
し
３
年
ぶ

り
と
な
る
実
開
催
方
式
で

55

人
が
参
加
。
１
年
間
を
振
り

返
っ
た
経
過
報
告
で
は
柿
原

委
員
長
か
ら
「
ク
ラ
ウ
ド
Ｐ

Ｂ
Ｘ
導
入
」
「
ケ
ア
労
働
者

へ
の
処
遇
改
善
」
な
ど
要
求

活
動
の
前
進
面
を
報
告
。
運

動
方
針
で
は
「
要
求
活
動
」

「
職
場
づ
く
り
」
「
仲
間
づ

く
り
」
の
３
つ
の
原
点
に
よ

る
職
場
改
善
と
職
員
一
丸
と

な
っ
た
災
害
復
興
に
全
力
を

尽
く
す
こ
と
な
ど
の
提
案
が

全
会
一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
他
、
組
合
互
助
会

の
給
付
改
定
案
な
ど
提
案
・

承
認
の
後
、
役
員
改
選
を
行

い
、
新
委
員
長
と
な
っ
た
上

甲
委
員
長
は
「
私
の
好
き
な

言
葉
に
『
一
人
の
百
歩
よ
り

百
人
の
一
歩
』
が
あ
る
。
よ

り
良
い
職
場
づ
く
り
に
向
け

て
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
協
力

も
仰
ぎ
な
が
ら
ま
い
進
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
大
会
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

■
去
年
秋
か
ら
犬
を
飼
い
始

め
ま
し
た
。
今
年
初
め
て
の

夏
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
犬

の
部
屋
に
は
エ
ア
コ
ン
つ
け

た
ま
ま
で
留
守
番
を
し
て
も

ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

電
気
代
値
上
げ
も
重
な
り
今

か
ら
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
筒
井
）

■
娘
が
小
学
生
最
後
の
夏
休

み
を
迎
え
る
今
年
、
家
族
旅

行
の
最
後
の
機
会
に
な
る
か

も
と
思
っ
て
い
ま
す
。
楽
し

い
思
い
出
で
き
る
と
い
い
な
。

（
松
山
・
貝
崎
）

■
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
す
る
よ

う
に
な
り
と
て
も
調
子
良
い

で
す
。
何
十
年
ぶ
り
で
も
体

が
覚
え
て
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
宇
和
島
・
新
城
）

■
４
月
に
育
休
復
帰
し
て
、

親
子
共
に
新
し
い
生
活
に
少

し
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

バ
タ
バ
タ
な
毎
日
で
す
が
子

ど
も
の
成
長
が
私
に
勇
気
と

笑
顔
を
与
え
て
く
れ
て
ま
す
。

明
日
も
が
ん
ば
り
ま
す
！

（
西
予
・
金
繁
）

■
パ
ズ
ル
を
き
っ
か
け
に
他

市
の
職
員
（
知
り
合
い
）
と

久
し
ぶ
り
に
話
で
盛
り
上
が

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
忙

し
く
残
業
が
続
い
て
い
ま
す

が
ぼ
ち
ぼ
ち
頑
張
り
ま
す
。

（
新
居
浜
・
藤
井
）

■
あ
じ
さ
い
を
見
る
と
、
１

年
目
の
時
、
近
所
の
お
ば
ち
ゃ

ん
が
庭
の
あ
じ
さ
い
を
く
れ

た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
き

れ
い
な
あ
じ
さ
い
、
お
ば
ち
ゃ

ん
の
優
し
さ
に
ほ
っ
こ
り
し

て
ま
し
た
が
、
ひ
ょ
っ
と
付

い
て
き
た
カ
マ
キ
リ
と
目
が

合
い
、
び
っ
く
り
し
た
の
を

は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
大
西
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５４６号

２０２２年 ７月２０日

■
５
４
４
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
レ
イ
ト
ウ
シ
ョ
ク
ヒ

ン
」
（
冷
凍
食
品
）
で
し
た
。

正
解
は

16通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

貝
崎
美
都
志
（
松

山
）

筒
井
芙
美
香
（
新
居
浜
）

新
城
美
希
（
宇
和
島
）

向
井
裕
子
（
伊

予
）

山
内
真
由
美
（
西

条
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
８
月

27日
【
発

表
】
５
４
８
号
（
９
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①世界のホームラン王

④人が立ち去ったあとに残るにおい、香り

⑦水を大切に。夏の間○○○○する

⑧役に立つ。有用。「社会に○○○○人材」

⑨（法律）人の意思を制圧するに足る有形・

無形の勢力。○○○○業務妨害罪

【タテのカギ】

①粉もん。広島風、関西風

②一般的に「欲がない」と言われる世代

③○○か、○○ご、せとおお○○

⑤たくさん。たっぷり。○○○○食べる

⑥三権分立。国会、○○○○、裁判所

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

日
本
三
大
…
の
一
つ
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


